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土浦市内を流れる備前川 岸よりの底泥から

放射性セシウム ９５５０ベクレルを検出。

２０１２年３月８日市民モニタリング実施場所・備前川小松橋
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上水・工水・農水2種以上

農水のみ

工水のみ

霞ヶ浦から取水・給水エリア

北浦から取水・給水エリア

霞ヶ浦・北浦からの給水MAP

取水場所

いずれも放射性物質が蓄積

しやすい場所にある。

備前川など特に

高い値が検出さ

れた地域。



浚渫事業の概要
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取水地点

霞ケ浦では水質浄

化という目的で流入

し、沈着する底にた

まった泥を除去する

取り組みが行われて

きました

国土交通省WEBより



河川から流入

する底泥は

どこに堆積

するのか？

水道取水地点
国土交通省WEBより



水道への影響が心配され

る土浦入り周辺の河川の

底泥から、放射性物質濃

度の調査を始めています。

今後もこの地域を重点的

に調査する予定です。



国交省が霞ヶ浦・北浦への放射性汚染を深

刻化させる管理を継続している問題。

逆水門の閉鎖による放射性物質の蓄積促進

水位上昇管理によるヨシ原など植生帯の汚染促進



霞ヶ浦における水位上昇管理

（逆水門を閉鎖して年々水位を上げる日数を増やしている。）

2004.11

～

2005.3

2005.11

～

2006.3

2006.11

～

2007.3

2007.11

～

2008.3

2008.11

～

2009.3

ＹＰ 1.15以上日数
28 21 22 14 47

ＹＰ 1.2以上日数
14 21 62 76 59

ＹＰ 1.3以上日数
3 3 6 8 12

総日数
45 45 90 98 118



逆水門閉鎖と放射能汚染

湖心の放射性セシウム値 2011.9月~10月 2012.2月
221 � 900   Bq/kgBq/kg

国交省が、逆水門の閉鎖時間を多くしていた時期（２０１１年

１１月〜２０１２年３月）に霞ヶ浦の湖心の放射性物質の蓄積

が進んだ可能性がある。

逆水門が閉鎖されていた時期に、湖心の放射能汚染が進

んだのか。環境省の調査で値が急上昇。



国交省による水位上昇管理（貯水量を増やすために実施）

霞ヶ浦開発事業の運用により

１９９５年以前（運用前）よりも、

年間をとおして１０〜３０㎝高い

水位で管理している。

霞ヶ浦開発事業の運用以前

（１９９５年以前）の水位。

放射性物質が浅瀬に移動・蓄積

植

生

帯

が

汚

染



水位上昇水位YP1.3ｍによる液状化への影響はないというが？



鋼

矢

板

堤防

堤防

水がしみこむ

冬期水位上昇期間中

３．１１地震で堤防が広範囲に液状化した。

通常時

水位上昇管理時



湖岸堤は、堤防より内側に水が浸透しないように

矢板が打ってある。



矢板を打ち込んでいる様子

横利根川では、矢板で護岸されている

矢板を超えると水が

地下に浸透する可能性がある。

浸透した水が地下水位を上げる。

液状化の原因となった可能性が。



湖岸写真地点

２００ｍ離れた

水田では・・・

激しい液状化が。



地震による液状化で水田に砂が噴出し、

農地へ戻す作業が行われている



ところが、開発水量は大量に余っている！



鹿島工業用水（１・２期）の水利権量と使用料 （2007年時点）

責任水量制：契約水量までは水の使用実績とは関係なく料金を支払う料金体系

水利権量 81万㎥

配水量 45.2万㎥ 約58％

受水企業数は2001年から2007年にかけて ２５.５％ も減少。

（現在は １～３期のすべて入れて ７８社）

水は大量に余っているばかりでなく、現在も減少傾向にあるように、

今後も使用水量が増える見込みは少ない。

受水企業1社1社の負担は増えるばかり



市民団体による余剰水

茨城県新水のマスタープランの余剰水

9.7  m3/ 秒

環境用水 2.5 

危機管理用水 3.9

地下水・河川水の削減 3.3

合 計 9.7  m3/秒

大量に水は余っており水位を上げて貯る必

要は無い！

日量約84万ｔ



なぜなぜなぜなぜ特特特特にににに冬期冬期冬期冬期にににに水位水位水位水位をををを上上上上げるげるげるげる必要必要必要必要があるのかがあるのかがあるのかがあるのか？？？？

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所

2010201020102010年年年年1111月月月月26262626日付回答日付回答日付回答日付回答

「「「「安定安定安定安定したしたしたした水利用水利用水利用水利用をををを確保確保確保確保するためするためするためするため、、、、管理規定管理規定管理規定管理規定にににに定定定定めれためれためれためれた冬冬冬冬

期期期期のののの水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを行行行行っておりますっておりますっておりますっております。」。」。」。」

安定安定安定安定したしたしたした水利用水利用水利用水利用とはとはとはとは？？？？



出典出典出典出典；；；；霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所WEB
よりよりよりより

国交省国交省国交省国交省はははは霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦開発浦開発浦開発浦開発によってによってによってによって水田水田水田水田にににに潅漑用水潅漑用水潅漑用水潅漑用水をををを引引引引くくくく時期時期時期時期

（（（（３３３３月月月月からからからから））））にににに水水水水がががが使使使使えるとえるとえるとえると証明証明証明証明するためとしているするためとしているするためとしているするためとしている。。。。

しかししかししかししかし、、、、水田灌漑水田灌漑水田灌漑水田灌漑のののの取水取水取水取水ののののピークピークピークピークとなるのはとなるのはとなるのはとなるのは４４４４月中旬月中旬月中旬月中旬～～～～５５５５

月月月月。。。。実際実際実際実際にはにはにはには３３３３月月月月にはにはにはには水位水位水位水位をををを下下下下げてしまうげてしまうげてしまうげてしまう。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、水位水位水位水位をををを

上上上上げるげるげるげる必要必要必要必要はははは無無無無いいいい！！！！

水位上昇試験水位上昇試験水位上昇試験水位上昇試験のののの理由理由理由理由



１１１１ ３３３３ ５５５５ ７７７７ ９９９９ 11  １１１１ ３３３３ ５５５５ ７７７７ ９９９９ 11 １１１１ ３３３３ ５５５５ ７７７７ ９９９９ 11
月

取水実績・５月がピーク

しかし、水位は３月に落とす。つまり、水位上昇は必要無い。

国土技術政策総合研究所資料 第２９９号より



水位の変遷

不自然な水

位管理

自然水位と

管理水位

不自然な水

位管理によっ

て湖の環境

が年々悪化し

ている。

国土交通省関東地方整備局国土交通省関東地方整備局国土交通省関東地方整備局国土交通省関東地方整備局

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川整備計画浦河川整備計画浦河川整備計画浦河川整備計画のののの原案原案原案原案

作成作成作成作成のためののためののためののための参考資料参考資料参考資料参考資料よりよりよりより

冬期水位上昇運用

築堤以前の

平均的な水位



冬場の水位上昇による影響は湖全体に。

春の芽出しに影響を及ぼすだけでなく、既存の植生にも影響を

及ぼす。写真の場所は美浦村木原地区で、波浪対策のための

消波堤はあるが水位が高く、風が強いために、ヨシ原を侵食し

ている。

冬場冬場冬場冬場のののの水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇 →→→→ 水深水深水深水深がががが深深深深くなるくなるくなるくなる →→→→ 強風時強風時強風時強風時にににに波浪増大波浪増大波浪増大波浪増大

→→→→ 植生侵食植生侵食植生侵食植生侵食



アサザ群落の激減

絶滅寸前に。

1996年 ３４局所個体群

約10万㎡

2000年 １４局所個体群

約1万㎡

２００９２００９２００９２００９年年年年

局所個体群局所個体群局所個体群局所個体群はははは９９９９へへへへ

減少減少減少減少。。。。



２０００２０００２０００２０００年年年年１０１０１０１０月月月月６６６６日日日日

アサザアサザアサザアサザ基金基金基金基金のののの申申申申しししし入入入入

れをれをれをれを受受受受けてけてけてけて、、、、国交省国交省国交省国交省

がががが水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを中止中止中止中止。。。。



ところが！国交省は冬期水位運用試験を再開

2003年～継続中

出典出典出典出典；；；；霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所WEBよりよりよりより

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦開発浦開発浦開発浦開発によってによってによってによって水田水田水田水田にににに潅漑用水潅漑用水潅漑用水潅漑用水をををを引引引引くくくく時期時期時期時期にににに水水水水がががが使使使使えるとえるとえるとえると証明証明証明証明

するためとしているがするためとしているがするためとしているがするためとしているが、、、、実際実際実際実際にににに水田灌漑水田灌漑水田灌漑水田灌漑のののの取水取水取水取水ののののピークピークピークピークとなるとなるとなるとなる４４４４月中月中月中月中

旬旬旬旬～～～～５５５５月月月月のののの前前前前のののの３３３３月月月月にはにはにはには水位水位水位水位をををを下下下下げてしまうげてしまうげてしまうげてしまう。。。。

つまりつまりつまりつまり、、、、計画時計画時計画時計画時（（（（５０５０５０５０年以上前年以上前年以上前年以上前））））にににに決決決決めたことだからめたことだからめたことだからめたことだから継続継続継続継続しているだけしているだけしているだけしているだけ。。。。

一度決一度決一度決一度決めたことはめたことはめたことはめたことは変変変変えたくないえたくないえたくないえたくない役所役所役所役所のののの体質体質体質体質。。。。

試験理由試験理由試験理由試験理由

今年も放射能対策

を求めたにも関わら

ず水位上昇管理を

継続した。



霞ヶ浦の水位・逆水門についての経緯

１９７１１９７１１９７１１９７１年年年年 霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦開発事業浦開発事業浦開発事業浦開発事業がががが認可認可認可認可されされされされ、、、、事業開発事業開発事業開発事業開発

１９７３１９７３１９７３１９７３年年年年 常陸川水門完全閉鎖常陸川水門完全閉鎖常陸川水門完全閉鎖常陸川水門完全閉鎖 湖内最後湖内最後湖内最後湖内最後のののの水浴場水浴場水浴場水浴場““““歩歩歩歩みみみみ崎崎崎崎““““閉鎖閉鎖閉鎖閉鎖

１９９４１９９４１９９４１９９４年年年年 アサザアサザアサザアサザ基金前身団体基金前身団体基金前身団体基金前身団体がががが湖水位管理計画湖水位管理計画湖水位管理計画湖水位管理計画のののの見直見直見直見直しをしをしをしを建設大臣建設大臣建設大臣建設大臣にににに申申申申しししし入入入入れるれるれるれる

１９９６１９９６１９９６１９９６年年年年 建設省建設省建設省建設省 霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦開発総合管理浦開発総合管理浦開発総合管理浦開発総合管理をををを開始開始開始開始 水位水位水位水位ががががY.P.1.0Y.P.1.0Y.P.1.0Y.P.1.0ｍｍｍｍからからからからY.P.1.3Y.P.1.3Y.P.1.3Y.P.1.3ｍｍｍｍへへへへ

２０００２０００２０００２０００年年年年 ・・・・アサザアサザアサザアサザ群落群落群落群落がががが34343434からからからから11111111群落群落群落群落にににに減少減少減少減少 群落面積群落面積群落面積群落面積でもでもでもでも約約約約10101010分分分分のののの1111にににに減少減少減少減少

・・・・アサザアサザアサザアサザ基金基金基金基金はははは水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを伴伴伴伴うううう管理管理管理管理のののの中止中止中止中止をををを霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所へへへへ提出提出提出提出

・・・・これにこれにこれにこれに対対対対しししし霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所とととと水資源開発公団水資源開発公団水資源開発公団水資源開発公団はははは冬期冬期冬期冬期のののの湖水位湖水位湖水位湖水位のののの上昇管上昇管上昇管上昇管

理理理理のののの中止中止中止中止をををを回答回答回答回答しししし、、、、アサザアサザアサザアサザ群落群落群落群落をををを含含含含むむむむ水辺植生水辺植生水辺植生水辺植生のののの減退減退減退減退のののの原因究明及原因究明及原因究明及原因究明及びびびび保全保全保全保全

対策対策対策対策にににに関関関関わるわるわるわる検討会検討会検討会検討会をををを設置設置設置設置することをすることをすることをすることを回答回答回答回答

・・・・国交省国交省国交省国交省、、、、アサザアサザアサザアサザ基金基金基金基金とととと協働協働協働協働でででで市民参加型市民参加型市民参加型市民参加型のののの自然再生事業自然再生事業自然再生事業自然再生事業がががが始始始始まるまるまるまる

２００２２００２２００２２００２年年年年 前出検討会前出検討会前出検討会前出検討会「「「「霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの湖岸植生帯湖岸植生帯湖岸植生帯湖岸植生帯のののの保全保全保全保全にににに係係係係るるるる検討会検討会検討会検討会」」」」検討結果検討結果検討結果検討結果をををを報告報告報告報告

２００３２００３２００３２００３年年年年 ・・・・霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所はははは冬期冬期冬期冬期のののの水位水位水位水位ををををY.P.1.3Y.P.1.3Y.P.1.3Y.P.1.3ｍｍｍｍにににに上上上上げるげるげるげる管理管理管理管理のののの再開再開再開再開をををを発表発表発表発表

・・・・霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦湖岸植生帯浦湖岸植生帯浦湖岸植生帯浦湖岸植生帯のののの緊急保全対策評価検討会緊急保全対策評価検討会緊急保全対策評価検討会緊急保全対策評価検討会がががが設置設置設置設置されるされるされるされる。。。。

・・・・アサザアサザアサザアサザ基金基金基金基金はははは水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを伴伴伴伴うううう管理管理管理管理のののの中止中止中止中止をををを霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所へへへへ提出提出提出提出

・・・・このこのこのこの取組取組取組取組みをみをみをみをモデルモデルモデルモデルにににに自然再生推進法自然再生推進法自然再生推進法自然再生推進法がががが成立成立成立成立するするするする。。。。

２００６２００６２００６２００６年年年年

２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年

２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所はははは本格的本格的本格的本格的にににに冬期冬期冬期冬期のののの水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを行行行行うううう管理管理管理管理をををを実施実施実施実施

前原国土交通大臣前原国土交通大臣前原国土交通大臣前原国土交通大臣とととと会見会見会見会見。。。。水位水位水位水位とととと逆水門逆水門逆水門逆水門についてについてについてについて直接要望直接要望直接要望直接要望。。。。検討検討検討検討するとするとするとすると回答回答回答回答

逆水門柔軟運用案逆水門柔軟運用案逆水門柔軟運用案逆水門柔軟運用案をををを土浦市議会土浦市議会土浦市議会土浦市議会、、、、つくばつくばつくばつくば市議会市議会市議会市議会などなどなどなど全会一致全会一致全会一致全会一致でででで採択採択採択採択。。。。



放射能問題の経緯（１）

・霞ヶ浦の保全と防災に関する緊急の要望

茨城県知事宛 ２０１２年１月３１日

・県知事からの回答 ２月２０日

霞ヶ浦の放射能対策は県としてこれまで対策を講じていないし、

これからも講じるつもりはない。

流域の３４の大学、研究機関に協力の要請

・霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの放射能汚染対策放射能汚染対策放射能汚染対策放射能汚染対策およびおよびおよびおよび防災対策防災対策防災対策防災対策についてについてについてについて緊急緊急緊急緊急のののの質問質問質問質問

書書書書 国交省霞国交省霞国交省霞国交省霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所長宛長宛長宛長宛 ２月２３日

・国交省から回答 ３月２２日

放射能汚染対策は一切実施していない。今後も水位上昇管理

と逆水門管理は見直しをせず従来通り継続する。



放射能問題の経緯（２）

・市民による放射能モニタリング開始 ３月８日

これまでに３４河川、４２地点でサンプリングを実施。早急に５６

本すべての調査を終え、さらに詳細な調査を実施する予定。

・市民市民市民市民とととと行政行政行政行政のののの恊働恊働恊働恊働（（（（新新新新しいしいしいしい公共公共公共公共））））によるによるによるによる広域広域広域広域モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング体制体制体制体制とととと

除染対策除染対策除染対策除染対策のののの実施実施実施実施をををを求求求求めるめるめるめる要望要望要望要望 霞ヶ浦問題協議会長 ３月１０

日

・霞ヶ浦問題協議会長から回答 ３月２３日

座視できない問題であり総会に議題として取り上げる。

・霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦へのへのへのへの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの蓄積蓄積蓄積蓄積をををを促進促進促進促進するするするする逆水門管理逆水門管理逆水門管理逆水門管理およびおよびおよびおよび

水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇のののの見直見直見直見直しをしをしをしを求求求求めるめるめるめる申申申申しししし入入入入れれれれ 国土交通省霞ヶ浦河川

事務所長宛 ３月３０日



課題

・放射性物質が流入河川から湖へ移動することを防ぐための

手法や技術

・流入河川の詳細な調査・汚染の実態把握

細かな支流を含めると数百の川を調べる必要がある。

・湖内に放射性物質が蓄積しないようにするための逆水門の

開放と水位管理を国交省に実施させる。

・流入河川に蓄積した放射性物質を除去する手法や技術

・長期にわたるモニタリングと除染体制の確立

新しい公共による民官恊働のネットワーク。



具体的な課題

広域的かつ継続的な調査や分析に必要な人と資金の確保

専門知識を有するスタッフの確保

場所の確保（研究室を使わせてもらう等が可能か）

分析機器や調査機器の整備

ボランティアの参加によるモニタリング体制

流域住民の協力（団地内の側溝や農地の排水路などの土砂の

適切な除去など、草の根の除染）

運営体制



大大大大 学学学学・・・・研究機関研究機関研究機関研究機関

漁業協同組合漁業協同組合漁業協同組合漁業協同組合

企企企企 業業業業

生活協同組合生活協同組合生活協同組合生活協同組合

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦・・・・北浦北浦北浦北浦をををを

よくするよくするよくするよくする市民連絡会議市民連絡会議市民連絡会議市民連絡会議

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人アサザアサザアサザアサザ基金基金基金基金

計画 提案

国交省・環境省・農水省・文科省等

公共事業・施策化

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦粗朶組合浦粗朶組合浦粗朶組合浦粗朶組合

研究・評価

協働

参加

農協農協農協農協・・・・土地改良区土地改良区土地改良区土地改良区などなどなどなど

農業関係団体農業関係団体農業関係団体農業関係団体

水田・休耕田・ブランド農産物

市市市市 民民民民 公民館公民館公民館公民館・・・・自治会自治会自治会自治会 学学学学 校校校校

注：河川審議会資料

国民生活白書に

一部加筆

森林所有者森林所有者森林所有者森林所有者

森林組合森林組合森林組合森林組合

流域自治体流域自治体流域自治体流域自治体

流域管理・流入河川・まちづくり

管理協定

調査評価

アサザプロジェクトアサザプロジェクトアサザプロジェクトアサザプロジェクト

場場場場をををを共有共有共有共有

森林管理

実践

提案

環境教育

総合学習

参画

参画

参画

支援・協働

企画

提案

新新新新しいしいしいしい公共公共公共公共がつくるがつくるがつくるがつくるネットワークネットワークネットワークネットワーク～～～～市民型公共事業市民型公共事業市民型公共事業市民型公共事業

関連省庁



新しい公共による放射能対策

広大な流域全体でのモニタリングを継続し、霞ヶ浦・北浦を放

射能汚染から守り抜くには、広域ネットワークが必要。

民官恊働による縦割りの壁を越えた取り組みが必要。

互いの意見や立場の違いを乗り越えた恊働。

あらゆる分野が有する知恵や知識、技術を結集して取り組む。

地域・霞ヶ浦・北浦の特色を活かした取り組みをめざす。

放射能汚染を流域ぐるみで食い止めた実績が

水産物や農産物の信頼とブランドにつながる。

とくに、漁業の復興を。



3月30日、

「霞ヶ浦水質保全計画」

第6期 （平成23～27年度）

が公表されました

この中で放射性物質の

問題について以下のように

記載されています。



原発事故の失敗に学び真に科学的な対応を

進行する実態の把握（観察・考察）

全体像を把握しようとしない。部分しか見ようとしない。５６本

の流入河川の内、１２本しか調査しない・・・縦割り専門分化

予想される最悪の事態への対策の検討（仮説）

事態を注視する、調査結果を待って対応する、取り返しの付

かない事態に至るまで対策を講じない・・・・傍観者の論理

予想される事態への対策の速やかな実施（実験）

結果が明らかとなってから、取り返しの付かない事態に後手

後手で場当たり的に対応するだけ。

いつまでも原因の本質には迫れない・・・・・・愚か者の手法

実施された対策への評価（検証）

次々と起きる想定外の事態に翻弄され続け場当たり的な対

応を繰り返す。記録（議事録）さえ無い・・・・・学習能力の欠如



行政は失敗の本質から学べ

例 茨城県

魚の汚染（結果）を調べるが、魚を汚染から守るための

取り組み（原因に対する対策）を一切行わない。

海と違い湖には放射能が長期間留まる。

起きてしまった結果への対応（風評被害や補償）のみ。

例 国（国交省・環境省）

流入河川と湖内の一部しか調査しない。湖への放射能

蓄積を防止するための対策を一切講じていない。湖内の

放射蓄積を促進する管理を継続している。

起きてしまった結果（湖のホットスポット化）への対応は、

おそらく不可能、または国民に莫大な費用負担を強いる。



原発事故と同じ失敗を

霞ヶ浦で繰り返してはならない。

今すぐに行動を！

市民の力で社会を変えよう！
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